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機構 解の存在 スパイラル B･C･ 安耳性
反応 Q,V決めると アルキメデス r→抑 Q,Vによっ
+ kで連続的に (｢大) あまり重要 ては安定
拡散 解がある ･でない 解存在し
+ ない
微分回転
luyF.enS a,V決めると アルキメデス Rn.in,Rmax 必ず安定




















山口大･教育 古 川 浩
重力で相互作用している一様な気体は力学的に不安定であるOこの不安定は宇宙スケールで重要である｡
一方地上に目を転じてみると,臨界温度以下に急冷された水蒸気のような気体も不安定である｡この不安
定は熱力学的不安定と呼ばれるが力学的不安定と本質的な区別はない｡
宇宙の構造形成に重力不安定が関与していることは疑いの余地がない｡しかしそのメカニズムは明白で
はない｡本講演では相分離のダイナミックスと合せてこの間題をダイナミカルな観点から論じてみたい｡
熱力学的不安定では自由エネルギーの高いところから低いところ-状態が向かう｡多くの場合この不安
定は表面張力によって引き起される｡流体の相分離を例にとって議論してみよう｡相分離ではある部分か
ら他の部分-物質が運ばれなければならない｡その繰返しの結果が完全な相分離である｡相分離の進み具
合を表わす特徴的長さのスケールR(クラスターの半径等 )は次の簡単な考察によって求めることが出来
る｡流体のある点に働く力はPを圧力として単位体積当り∇Pであり,この力を受けて流れる流体の慣性
力はβを質量密度として単位体積当りβ(DU/Dt)である｡したがって
Du
p五 =∇P･
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